
動物園におけるセンサー情報・飼育情報の 

統合管理・分析技法に基づく 
種の保存および環境教育活動支援プログラムの研究開発 

吉田 信明 

（京都高度技術研究所） 

田中 正之、和田 睛太郎 

（京都市動物園生き物・学び・研究センター/京都大学野生動物研究センター） 









成果の展開・波及効果創出に向けた 

今後の取り組み 
• 教育プログラムへの活用 

• 京都市動物園での活用 

• 他園・館への普及 

• 「環境教育・命の教育」は動物園の主要な目的の一つ 

• webベースのシステム・・・多数の来園者にサービス可能 

• 但し、一定のICT環境が必要・・・クラウドなどの活用 

• 動物園におけるデータ活用 

• センサーデータの活用・分析手法の更なる検討 

• どのようなデータを取得すべきか 

• データをどのように分析すべきか 

• 分析結果をどのように飼育に生かすべきか 

• 「動物園におけるデータ」の収集・蓄積・活用までの、 

ライフサイクルを通した取り組みが必要 

 


